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【
原
文
】

又
国―

香
其
子

ニ

貞―

盛
平
将
軍
嫡―
々

ノ

末へ

多―

気
ノ

大―

掾
ヲ

為
テ

始
（
一
）

吉―

田
鹿―

島
東―

条
小―

栗
真―

壁
此
七
人
者
鹿―

島
神―

事
使
也
伊
豆

ノ

北―

条
先―

祖
平
将
軍
其
子
維コ

レ―

衡
常

陸
守
其
子
維―

度
越
前
守
其
子

ニ

維―

盛
築
後
守
其
子
貞―

盛
維―

衡
正―

度
正―

衡
正―

盛
忠―

盛
盛―

基
美
濃
守
其
子
貞―

時
兵
衛
大
夫
其
子
時―

家
嫁
二シ

テ

北
条
介
娘
一ニ

設
二タ

リ

時―

包

四
郎
大
夫
一ヲ

其
子
時

▷

政六
北オ
条
四
郎
号
二ス

遠
江
守
一ト

為タ

二リ

右
大
将
頼
朝
舅
一

也
其
子
義―

時
奥
州
守
云
ニ

右
京
権
大
夫
一ト

彼
義―

時
打

二

―

随
都
一ヲ

知
二

―

行
日
本
国
一ヲ

〈
序
分
〉

【
釈
文
】

　

又
国
香
、
其
の
子
に
貞
盛
平
将
軍
、
嫡
々
の
末へ

、
多た

気け

の
大
掾
を
始
め
と
為し

て
、
吉
田
・
鹿
島
・
東
条
・
小
栗
・
真
壁
、
此
の
七
人
は
鹿
島
の
神
事
の
使
ひ
な
り
。
伊
豆

の
北
条
の
先
祖
平
将
軍
、
其
の
子
に
維コ

レ

衡
常
陸
守
、
其
の
子
に
維
度
越
前
守
、
其
の
子
に
維
盛
筑
（
築
）
後
守
。
其
の
子
に
貞
盛
・
維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠
盛
・

盛
基
美
濃
守
、
其
の
子
に
貞
時
兵
衛
大
夫
、
其
の
子
に
時
家
、
北
条
介
の
娘
に
嫁
し
て
、
時と

き

包か
ね

四
郎
大
夫
を
設
け
た
り
。
其
の
子
に
時

▷

政六
北オ
条
四
郎
、
遠
江
守
と
号
す
。
右

大
将
頼
朝
の
舅
た
り
。
其
の
子
に
義
時
奥
州
守
、
右
京
権
大
夫
と
云
ふ
。
彼
の
義
時
、
都
を
打
ち
随

し
た
が

へ
、
日
本
国
を
知
行
す
。〈
序
の
分
〉

　

【
注
解
】
〇
又
国
香
、
其
の
子
に
貞
盛
平
将
軍
、
嫡
々
の
末
　

常
陸
大
掾
氏
一

族
が
、
国
香
の
子
貞
盛
を
祖
と
す
る
嫡
流
の
血
筋
で
あ
る
こ
と
を
言
う
が
、『
常

陸
大
掾
系
図
』（
続
群
書
6
上―

四
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
常
陸
大
掾
氏
一
族
の
祖

は
、
貞
盛
の
弟
繁
盛
で
あ
る
。
に
対
し
て
、『
常
陸
大
掾
伝
記
』（
続
群
書
6
上―

四
〇
頁
）
や
『
石
川
系
図
』（
続
群
書
6
上―

五
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
常
陸
大
掾

氏
一
族
の
祖
は
、〈
闘
〉
と
同
じ
く
、
貞
盛
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、〈
尊

卑
〉（
4―

一
五
頁
）
や
『
桓
武
平
氏
系
図
』（
続
群
書
6
上―

一
頁
）
が
、
常

陸
大
掾
氏
の
祖
と
な
る
維
幹
を
繁
盛
の
子
と
す
る
し
、『
常
陸
大
掾
伝
記
』
で
は
、

「
其
子
貞
盛
従
四
位
上
。
平
将
軍
。
陸
奥
守
。
是
日
本
平
氏
ノ
嫡
流
也
。
其
子
維

幹
。
此
時
初
而
住
二

当
国
一

。
水
漏
ノ
大
夫
ト
号
ス
。
其
舎
弟
次
男
維
衡
。
太
政
入

道
浄
海
ノ
先
祖
也
。
其
舎
弟
維
茂
。
江
州
余
五
将
軍
。
其
舎
弟
維
将
。
上
総
介
ノ

先
祖
也
」（
四
〇
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
清
盛
の
先
祖
維
衡
や
、
維
茂
、
上
総
氏

の
祖
維
将
を
維
幹
の
弟
と
し
、「
千
葉
氏
や
三
浦
氏
そ
の
他
も
、
良
望
の
舎
弟
の

系
統
で
、支
流
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、維
幹
の
家
系
が
本
流
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

明
ら
か
に
作
為
が
見
え
る
」（
群
書
解
題
『
常
陸
大
掾
伝
記
』
の
項
1―

二
九
頁
）。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、〈
闘
〉
の
常
陸
大
掾
氏
系
譜
に
は
、『
常
陸
大
掾
伝
記
』
に
見
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（
二

）

る
よ
う
な
系
譜
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
常
陸
大
掾
氏
を
嫡
流
と
し
、
北
条
氏

や
平
氏
は
、
祖
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
貞
盛
の
庶
流
だ
と
す
る
主
張
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、『
千
学
集
抜
粋
』
は
、「
良
望
親
王
第
二
王
子
平
将
軍
貞
盛
、
第

二
子
繁
盛
」（
九
二
頁
）
と
し
て
、
以
下
北
条
氏
の
家
系
を
記
す
。
　

〇
多
気
の

大
掾
を
始
め
と
為
て
　

多
気
大
掾
氏
は
、
常
陸
大
掾
職
に
あ
っ
た
、
維
幹
（
繁
盛

の
子
）・
為
幹
・
繁
幹
・
致
幹
・
直
幹
・
義
幹
の
六
代
に
わ
た
っ
て
常
陸
大
掾
職

に
あ
っ
た
が
、
義
幹
の
代
に
、
八
田
知
家
の
策
謀
に
よ
り
失
脚
し
た
（『
吾
妻
鏡
』

建
久
四
年
〔
一
一
九
三
〕
六
月
五
日
条
）
こ
と
に
よ
り
、常
陸
大
掾
職
は
、吉
田
（
馬

場
）
資
幹
に
移
っ
た
。
初
代
の
維
幹
は
、
父
繁
盛
の
代
か
ら
、
良
文
流
平
氏
の
忠

頼
や
そ
の
子
忠
常
と
敵
対
関
係
に
あ
り
、
忠
常
の
乱
の
折
に
は
攻
撃
軍
に
参
加
し

て
い
る
（
石
井
進
三
一
～
四
五
頁
）。
　

〇
吉
田
　

『
常
陸
大
掾
伝
記
』「
重
幹
ノ

子
致
幹
ノ
舎
弟
清
幹
之
嫡
子
吉
田
太
郎
盛
幹
」（
四
一
頁
）。「
平
安
末
期
に
那
賀
・

吉
田
両
郡
一
帯
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
の
は
常
陸
大
掾
一
族
で
あ
っ
た
が
、
特
に

重
幹
の
子
清
幹
は
吉
田
次
郎
と
い
い
、
子
吉
田
太
郎
盛
幹
は
吉
田
氏
の
祖
と
な

り
、
盛
幹
の
子
吉
田
太
郎
幹
晴
（
幹
清
）
と
石
川
次
郎
家
幹
は
「
吉
田
・
石
川
の

両
頭
」
と
よ
ば
れ
、
子
孫
は
吉
田
・
那
賀
両
郡
に
広
が
っ
た
（
水
戸
市
史
）」（〈
角

川
地
名
・
茨
城
県
〉
九
七
六
頁
）。
　

〇
鹿
島
　

『
常
陸
大
掾
伝
記
』「（
盛
幹
の
弟
）

忠
幹
ノ
舎
弟
成
幹
。
鹿
島
ノ
先
祖
也
」（
四
一
頁
）。『
常
陸
大
掾
系
図
』「
成
幹

〈
鹿
島
三
郎
肥
前
権
守
〉」（
四
六
頁
）。
源
頼
朝
に
よ
り
、
鹿
島
神
宮
の
惣
追
捕
使

に
任
命
さ
れ
た
鹿
島
三
郎
政
幹
は
、
成
幹
の
三
男
（『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
三
月

十
二
日
条
）。
　

〇
東
条
　

『
常
陸
大
掾
伝
記
』「
総
領
致
幹
ノ
子
直
幹
。
其
子
良
幹
。

舎
弟
忠
幹
。
東
条
五
郎
。
東
条
ノ
先
祖
也
」（
四
一
頁
）。「
お
お
よ
そ
の
荘
域
は

霞
ヶ
浦
を
東
辺
と
し
、
小
野
川
の
左
岸
地
帯
を
広
く
含
む
地
域
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
」（〈
平
凡
社
地
名
・
茨
城
県
〉「
東
条
庄
」
の
項
五
九
八
頁
）。
　

〇
小
栗
　

『
常
陸
大
掾
伝
記
』「（
重
幹
の
子
、正
幹
の
弟
）
重
義
。
号
二

小
栗
五
郎
一

也
」（
四
一

頁
）。
源
頼
朝
が
佐
竹
追
討
の
帰
路
に
立
ち
寄
っ
た
小
栗
重
成
は
、
重
義
の
孫
に

当
た
る（『
吾
妻
鏡
』治
承
四
年
十
一
月
八
日
条
）。
　

〇
真
壁
　

『
常
陸
大
掾
伝
記
』

「（
忠
幹
の
）
舎
弟
長
幹
。
真
壁
六
郎
也
」（
四
一
頁
）。「
真
壁
氏
の
始
祖
長
幹
は

本
宗
多
気
直
幹
の
子
で
、
真
壁
六
郎
と
称
し
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
頃
真
壁

の
地
に
館
を
造
っ
て
入
部
し
た
と
い
う
（「
真
壁
安
芸
守
系
図
伝
正
寺
蔵
）。
長
幹

の
入
部
は
平
国
香
以
来
常
陸
平
氏
本
宗
に
相
伝
さ
れ
て
き
た
真
壁
郡
司
の
職
を
継

承
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
」（〈
平
凡
社
地
名
・
茨
城
県
〉
四
八
八
頁
）。
　

〇
此

の
七
人
は
　

多
気
大
掾
以
下
真
壁
ま
で
六
氏
の
名
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
行な

め

方が
た

の
名
の
脱
落
だ
ろ
う
。『
常
陸
大
掾
伝
記
』「（
吉
田
太
郎
盛
幹
の
）
舎
弟
忠
幹
。

行
方
平
四
郎
。
其
嫡
子
行
方
太
郎
景
幹
」（
四
一
頁
）。「
鎌
倉
時
代
に
常
陸
大
掾

氏
の
一
族
吉
田
忠
幹
が
こ
の
地
に
築
城
、
行
方
氏
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ

の
子
景
幹
（
行
方
太
郎
）
は
鹿
島
総
検
校
を
勤
め
（
鹿
島
神
宮
文
書
）、
元
暦
元

年
（
一
一
八
四
）
二
月
に
は
源
義
経
の
軍
に
加
わ
り
屋
島
で
戦
死
し
た
（
常
陸
三

家
譜
）」（〈
平
凡
社
地
名
・
茨
城
県
〉
四
一
八
頁
「
行
方
城
跡
」
の
項
）。
　

〇
鹿

島
の
神
事
の
使
ひ
な
り
　

二
月
上
申
日
の
鹿
島
社
大
祭
に
は
勅
使
が
下
向
し
て
い

た
が
、「
鹿
島
使
に
代
わ
る
鹿
島
大
使
役
は
、
遅
く
と
も
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）

に
は
行
わ
れ
（「
鹿
島
大
使
役
記
抄
記
」
石
川
家
文
書
）、乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）

の
正
月
青
馬
之
事
并
七
月
御
祭
大
使
役
之
事
案
（
鹿
島
神
宮
文
書
）
な
ど
に
よ
れ

― 45 ―
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ば
、
大
掾
氏
一
門
の
行
方
・
真
壁
・
小
栗
・
吉
田
・
東
条
・
鹿
島
・
馬
場
の
七
郷

七
家
の
地
頭
の
巡
役
で
勤
仕
さ
れ
、武
家
の
神
事
へ
の
進
出
が
認
め
ら
れ
る
」（〈
平

凡
社
地
名
・
茨
城
県
〉
三
八
八
頁
）。
　

〇
伊
豆
の
北
条
の
先
祖
平
将
軍
　

先
に
、

常
陸
大
掾
氏
を
、
貞
盛
の
「
嫡
々
の
末
」
と
し
て
い
た
。
故
に
、
北
条
の
場
合

は
、
同
じ
貞
盛
を
祖
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
庶
流
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　

〇
其
の
子
に
維
衡
常
陸
守
…
　

以
下
の
北
条
系
譜
の
中
に
は
、
途
中
か
ら
平
氏
系

譜
（「
貞
盛
・
維
衡
」
か
ら
「
忠
盛
」
ま
で
）
が
入
り
込
ん
で
い
て
混
乱
し
て
い

る
。〈
全
注
闘
〉（
上―

四
九
三
頁
）
の
記
す
平
家
系
図
を
参
考
に
し
て
、〈
闘
〉

の
記
す
北
条
・
平
家
系
図
を
次
に
記
そ
う
。

　

な
お
、
平
家
系
図
に
つ
い
て
は
、
注
解
「
其
の
子
に
貞
盛
・
維
衡
・
正
度
・
正

衡
・
正
盛
・
忠
盛
」
で
扱
い
、こ
こ
で
は
、北
条
系
図
に
つ
い
て
考
え
る
。
次
に
、

時
政
ま
で
の
系
譜
を
記
し
た
北
条
氏
系
図
・
史
料
の
い
く
つ
か
を
示
そ
う
。

＊
〈
尊
卑
〉（
4―

一
五
～
一
七
頁
）

＊
野
津
本
北
条
系
図
（
田
中
稔
「
史
料
紹
介
　

野
津
本
『
北
条
系
図
、大
友
系
図
』」

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
五
、一
九
八
五
・
3
。
三
六
～
三
七
頁
）

＊
『
系
図
纂
要
』（
8
上―

二
八
五
～
二
八
六
頁
）

＊
妙
本
寺
平
家
系
図
（『
千
葉
県
の
歴
史
　

資
料
編
中
世
3
（
県
内
文
書
2
）』

五
九
四
頁
）

＊
妙
本
寺
平
家
系
図
（『
千
葉
県
の
歴
史
　

資
料
編
中
世
3
（
県
内
文
書
2
）』

六
〇
七
頁
）

 

＊
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
（『
奥
山
庄
史
料
集
』
一
七
二
頁
）

＊
野
辺
文
書
北
条
氏
系
図
（『
鹿
児
島
県
史
料
　

旧
記
雑
録
拾
遺
　

家
わ
け
七
』

四
〇
六
～
四
〇
七
頁
）

＊
平
姓
指
宿
氏
系
図（『
鹿
児
島
県
史
料
　

旧
記
雑
録
拾
遺
　

家
わ
け
十
』五
二
頁
）

＊
北
条
系
図
（
続
群
書
六
上―

六
二
～
六
四
頁
）

＊
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
平
氏
系
図
（〈
延
全
注
釈
〉
巻
一―

二
一
～
二
五
頁
）

＊
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
（
山
口
隼
正
「
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

（
上
）」
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
六
〇
、
二
〇
〇
二
・
3
。
七
～
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（
四

）

九
頁
）

＊
千
学
集
抜
粋
（『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
（
二
）』
九
二
頁
）

　

良
望
親
王
第
二
王
子
平
将
軍
貞
盛
、
第
二
子
繁
盛
、
惟
時
・
惟
持
・
惟
家
・
直

　

方
・
政
範
・
時
方
・
時
家
・
時
包
、
時
政
、
北
条
四
郎
遠
江
守

ど
れ
一
つ
と
し
て
一
致
す
る
系
図
は
な
い
中
、
い
ず
れ
の
系
図
も
、
北
条
氏
を
、

源
頼
義
を
聟
と
し
て
、
鎌
倉
の
地
を
譲
っ
た
、
上
総
介
平
直
方
の
子
孫
と
す
る

点
、
し
か
し
、
時
政
の
祖
父
あ
た
り
か
ら
時
政
に
至
る
ま
で
の
系
譜
に
相
当
な
異

同
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
中
で
も
、〈
闘
〉
の
北
条
氏
系
譜
は
特
異

で
あ
る
。
先
ず
こ
こ
で
は
、〈
闘
〉
が
、
北
条
氏
の
祖
を
、
伊
勢
平
氏
と
同
じ
祖

の
維
衡
と
す
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
と
さ
ら
に
、
伊
勢
平
氏
と
北
条
氏
の
祖

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
常
陸
大
掾
氏
を
貞

盛
の
嫡
流
と
し
、
北
条
氏
を
そ
の
庶
流
と
し
て
記
そ
う
と
す
る
こ
と
と
関
わ
る
の

か
。
な
お
、
維
衡
は
、
貞
盛
の
子
、
常
陸
介
任
官
は
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）

九
月
十
九
日
（『
左
経
記
』）。
閲
歴
は
、
高
橋
昌
明
（
一
一
～
二
〇
頁
）・
野
口
実

①
（
七
頁
～
八
頁
）
に
詳
し
い
。
維
将
は
、
貞
盛
の
子
（
閲
歴
は
、
野
口
実
①
六

頁
）。
維
時
は
、
維
将
の
子
、
祖
父
貞
盛
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
（
閲
歴
は
、
野

口
実
①
九
頁
）。
諸
系
図
の
内
、「
貞
盛―

維
時
」
と
、
維
将
を
記
さ
な
い
系
図
が

あ
る
の
は
そ
う
し
た
養
子
関
係
に
よ
る
事
情
の
た
め
だ
ろ
う
（〈
延
全
注
釈
〉
巻

一―

三
四
頁
）。『
千
学
集
抜
粋
』
は
、
貞
盛
の
第
二
子
と
し
て
繁
盛
を
引
く
が
、

繁
盛
は
、
国
香
の
子
、
貞
盛
の
弟
。
先
に
見
た
常
陸
平
氏
の
祖
。
　

〇
其
の
子
に

維
度
越
前
守
　

維
衡
の
子
に
は
、〈
尊
卑
〉
に
見
る
正
度
・
正
済
の
他
正
輔
が
確

認
で
き
る
の
み
（
高
橋
昌
明
三
一
頁
）。〈
闘
〉
の
維
衡
か
ら
盛
基
（
貞
時
）
に
至

る
ま
で
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、次
に
掲
げ
た
中
条
家
文
書「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」

や
〈
尊
卑
〉
に
一
致
す
る
よ
う
に
、
維
度
は
、
正
度
の
誤
り
（
野
口
実
②
）
と
考

え
ら
れ
る
。
維
度
の
最
終
官
は
、
越
前
守
で
、
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
に
は
す

で
に
故
人
に
な
っ
て
い
る
（
高
橋
昌
明
四
二
頁
）。

〇
其
の
子
に
維
盛
筑
後
守
　

駿
河
守
の
任
官
は
確
認
で
き
る
が
（
高
橋
昌
明
四
二

頁
、
野
口
実
③
八
頁
）、
筑
後
守
は
確
認
で
き
な
い
。「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」

に
、「
筑
前
守
」
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
と
関
わ
る
か
。
　

〇
其
の
子

に
貞
盛
・
維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠
盛
　

維
盛
の
子
は
、
前
掲
の
系
図

に
も
見
る
よ
う
に
、
盛
基
。
故
に
、「
其
の
子
」
は
、
次
の
「
盛
基
美
濃
守
」
に

か
か
る
語
句
で
あ
り
、
そ
の
間
に
挟
ま
れ
た
「
貞
盛
・
維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正

盛
・
忠
盛
」
は
、
あ
る
段
階
に
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
既
に
清

盛
の
系
譜
ま
で
は
、「
其
の
先
祖
を
尋
ぬ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
〈
柏
原
天
皇
〉
第
五

の
王
子
一
品
式
部
卿
葛
原
親
王
九
代
の
後
胤
、
讃
岐
守
正
盛
の
孫
、
刑
部
卿
忠
盛

朝
臣
の
嫡
男
な
り
」（
三
オ
～
三
ウ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、〈
闘
〉
巻

頭
の
坂
東
平
氏
系
図
に
、
貞
盛
か
ら
清
盛
ま
で
の
系
図
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

可
能
性
が
あ
ろ
う
。例
え
ば
、巻
頭
系
図
の
北
条
氏
系
図
中
に
挿
入
さ
れ
た「
貞
盛
・

維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠
盛
」
は
、
次
節
の
「
平
将
軍
よ
り
備
前
守
忠
盛

に
至
る
ま
で
六
代
の
間
は
」
に
付
さ
れ
た
欄
外
の
加
注
で
あ
っ
た
も
の
が
、
転
写

― 43 ―
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な
ど
の
折
に
誤
っ
て
本
文
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
　

〇
盛

基
美
濃
守
　

『
除
目
大
成
抄
』
第
五
に
は
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
正
月
、
盛

基
が
駿
河
守
へ
の
補
任
を
希
望
し
て
提
出
し
た
申
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

文
面
か
ら
、こ
の
時
彼
は
七
十
に
及
ぶ
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
信
濃
守
・

相
模
介
の
任
官
は
確
認
で
き
る
が
、
美
濃
守
は
確
認
で
き
な
い
（
野
口
実
②
③
）。

「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」〈
尊
卑
〉
に
は
、「
信
濃
守
」。
美
濃
守
は
、
信
濃
守
の
誤

写
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　

〇
其
の
子
に
貞
時
兵
衛
大
夫
　

〈
尊
卑
〉
が
貞
時
の

官
職
を
「
美
作
守
」（
4―
二
四
頁
）
と
し
、
子
に
貞
長
・
貞
義
・
貞
頼
を
記
す

以
外
、『
中
右
記
』
に
も
記
載
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
。〈
闘
〉
に
よ
れ
ば
、
貞
時

の
子
が
時
家
と
な
る
が
、
時
家
の
父
に
つ
い
て
は
、
諸
系
図
に
お
い
て
時
直
・
時

方
・
聖
範
説
が
あ
る
よ
う
に
異
同
が
激
し
く
、〈
闘
〉
の
貞
時
説
の
当
否
に
つ
い

て
は
決
め
が
た
い
。
な
お
、
野
口
実
②
は
、〈
尊
卑
〉
に
よ
れ
ば
、
貞
時
の
兄
弟

の
盛
時
の
子
に
も
正
時
・
叙
時
が
い
て
（
4―

二
三
頁
）、
こ
の
系
統
の
多
く
が

「
時
」
を
名
の
通
字
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
　

〇
其
の
子
に
時
家
、
北

条
介
の
娘
に
嫁
し
て
　

佐
々
木
紀
一
は
、〈
闘
〉
に
時
家
が
伊
勢
平
氏
の
出
身
で

北
条
介
の
婿
に
な
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
蔵
北
酒
出

本
『
源
氏
系
図
』
の
大
和
源
氏
頼
俊
の
曾
孫
に
あ
た
る
僧
信
実
の
注
記
に
「
母
平

時
家
女
伊
豆
国
住
人
」
と
あ
る
記
事
に
対
応
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
時

家
は
、大
凡
そ
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
初
の
人
物
と
見
な
し
得
る
」（
五
一

頁
）と
し
、時
家
を
時
政
の
祖
父
と
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
佐
々

木
説
を
受
け
て
、
野
口
実
②
は
、「
時
政
の
祖
父
と
目
さ
れ
る
時
家
が
京
武
者
層

の
出
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
」（
五
七
頁
）
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

〈
闘
〉
は
、「
北
条
介
」
の
系
譜
や
時
家
が
婿
入
り
を
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
一
切

触
れ
な
い
た
め
、諸
系
図
が
記
す
直
方
を
祖
と
す
る
所
伝
と
の
関
連
が
不
明
だ
が
、

野
口
実
②
は
、「
北
条
氏
が
平
直
方
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
所
伝
は
、
頼
朝
が
源

氏
の
東
国
支
配
の
淵
源
を
源
頼
義
に
求
め
て
、
そ
の
正
当
性
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化

し
た
こ
と
に
対
応
す
る
意
図
、
す
な
わ
ち
、
頼
義
と
頼
朝
、
直
方
女
と
政
子
を
等

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、北
条
氏
と
源
氏
と
の
縁
由
を
強
調
す
る（
こ
の
こ
と
は
、

頼
朝
が
そ
の
嫡
子
に
、
頼
義
と
直
方
女
の
間
に
生
ま
れ
た
「
義
家
」
に
な
ぞ
ら
え

て
「
頼
家
」
と
命
名
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
）
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て

捏
造
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
」（
五
六
～
五
七

頁
）
と
の
仮
説
を
提
示
す
る
（
同
様
の
問
題
提
起
は
、
永
井
晋
に
も
見
ら
れ
る
。

六
七
～
六
八
頁
）。
こ
れ
ま
で
に
も
、〈
闘
〉
の
平
氏
系
譜
に
、頼
義
に
鎌
倉
を
譲
っ

た
舅
直
方
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
北

条
氏
に
対
す
る
坂
東
平
氏
の
優
越
性
を
説
い
た
（
早
川
厚
一
七
頁
）
説
明
の
中
や

（
今
野
慶
信
三
三
頁
）、〈
闘
〉
編
者
の
北
条
氏
に
対
す
る
悪
意
と
い
う
説
明
の
中

で
触
れ
ら
れ
た
り
し
た
（
真
野
須
美
子
四
六
頁
）。
あ
る
い
は
、
直
方
が
、「
千
葉

氏
の
祖
先
で
あ
る
忠
常
の
追
討
使
」（
福
田
豊
彦
）
で
あ
っ
た
た
め
省
か
れ
た
の

か
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、
時
家
が
、
北
条
介
の
娘
に
嫁
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
直
方
流
の
北
条
氏
に
時
家
が
婿
入
り
し
た
と
言
う
よ
う
に
読

み
得
る
の
か
。
そ
う
し
た
問
題
と
、
冒
頭
の
注
解
に
見
た
よ
う
に
、
常
陸
大
掾
氏

こ
そ
嫡
流
で
あ
っ
て
、
北
条
氏
や
平
氏
は
、
祖
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
貞
盛
の
庶

流
だ
と
す
る〈
闘
〉の
平
氏
系
譜
に
見
る
主
張
と
は
ど
の
よ
う
に
結
び
合
う
の
か
、

今
後
の
課
題
と
言
え
よ
う
。
　

〇
時
包
四
郎
大
夫
を
設
け
た
り  

こ
れ
ま
で
、「
時

色
」
と
翻
刻
さ
れ
て
き
た
が
、「
時
包
」
が
正
し
い
（
佐
々
木
紀
一
五
〇
頁
、
野

口
実
②
五
五
頁
）。「
色
」
と
「
包
」
の
草
書
体
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤

り
。
諸
系
図
で
、
こ
の
「
時
包
」
に
該
当
す
る
の
が
、時
兼
（
妙
本
寺
平
家
系
図
・

桓
武
平
氏
庶
流
系
図
・
野
辺
文
書
北
条
氏
系
図
・
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
等
）。
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『
千
学
集
抜
粋
』
は
「
時
包
」。
共
に
、「
と
き
か
ね
」
と
訓
む
（
野
口
実
②
五
六
頁
）。

桓
武
平
氏
庶
流
系
図
・
野
辺
文
書
北
条
氏
系
図
に
は
、「
北
条
四
郎
大
夫
」
と
あ

り
、〈
闘
〉
に
一
致
。
　

〇
其
の
子
に
時
政
北
条
四
郎
、
遠
江
守
と
号
す
　

正
治

二
年
（
一
二
〇
〇
）
四
月
一
日
遠
江
守
（『
吾
妻
鏡
』
同
年
四
月
九
日
条
等
）、
元

久
二
年
（
一
二
〇
五
）
閏
七
月
二
〇
日
出
家
（「
関
東
開
闢
皇
代
并
年
代
記
」
等
）。

　

〇
其
の
子
に
義
時
奥
州
守
、
右
京
権
大
夫
と
云
ふ
　

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）

十
一
月
右
京
権
大
夫
（『
吾
妻
鏡
』
同
年
十
一
月
十
七
日
条
）、
十
二
月
十
二
日
兼

陸
奥
守
（『
吾
妻
鏡
』
同
年
十
二
月
二
十
四
日
条
）。
　

〇
彼
の
義
時
、
都
を
打

ち
随
へ
、
日
本
国
を
知
行
す
。〈
序
の
分
〉

　

こ
こ
ま
で
が
、〈
闘
〉
の
序
に
当
た

る
。
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
院
を
破
っ
た
義
時
が
、
幕
府
の
執
権
と
し
て
日
本
国
中

に
威
を
振
る
っ
た
事
実
を
指
す
（
渥
美
か
を
る
九
八
頁
）。
渥
美
は
、
こ
の
記
事

か
ら
、〈
闘
〉
の
成
立
の
上
限
を
、三
上
皇
を
配
流
し
た
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）

七
月
以
降
と
す
る
。
な
お
、
整
理
を
兼
ね
て
、
以
上
の
坂
東
平
氏
の
系
譜
を
系
図

と
し
て
掲
げ
、
問
題
点
を
整
理
す
る
。 

①
坂
東
八
平
氏
の
祖
を
良
文
と
し
て
、そ
の
嫡
流
に
千
葉
氏
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。

し
か
し
、
系
譜
中
で
は
、
千
葉
氏
の
事
績
の
み
が
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

＊
を
付
し
た
常
長
・
重
綱
・
為
次
・
景
将
等
の
、
十
二
年
合
戦
の
折
の
戦
功
、
＊

＊
を
付
し
た
常
胤
・
重
忠
・
景
時
等
の
、
頼
朝
挙
兵
の
折
の
戦
功
が
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
良
文
を
始
祖
と
す
る
坂
東
平
氏
は
、
氏
素
性
こ
そ
平
氏
で
あ
っ
て
も
、
実

は
先
祖
の
代
か
ら
源
氏
方
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
を
主
張
し
、
頼
朝
挙
兵
に

際
し
て
も
、
同
様
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
を
、
虚
構
を
交
え
な
が
ら
、
系
譜
中

に
書
き
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
渥
美
か
を
る
一
二
二
頁
・
今
野
慶
信
三
三
頁
）。

〈
闘
〉
の
坂
東
平
氏
系
譜
は
、
国
香
流
の
一
族
を
含
め
て
、
源
氏
方
と
し
て
参
戦

し
た
者
達
の
系
譜
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
前
項
に

も
考
察
し
た
よ
う
に
、〈
闘
〉
巻
頭
の
坂
東
平
氏
系
図
に
は
、
貞
盛
か
ら
清
盛
ま

で
の
系
譜
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

②
千
葉
氏
が
、
坂
東
平
氏
の
嫡
流
で
あ
る
証
と
し
て
、
妙
見
大
菩
薩
が
嫡
流
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
言
う
（「
妙
見
大
菩
薩
は
長
嫡
に
属
き
」）。
と
す
れ
ば
、

国
香
流
に
お
い
て
、
鹿
島
神
事
の
使
が
、
嫡
流
の
多
気
大
掾
を
初
め
と
す
る
七
家

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
は
、
妙
見
大
菩
薩
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
が
嫡

流
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
そ
の
千

葉
氏
に
伝
え
ら
れ
た
「
妙
見
大
菩
薩
」
と
は
、
将
門
に
勝
利
を
齎
し
た
天
下
取

り
の
霊
力
を
持
つ
神
で
あ
っ
た
（
渥
美
か
を
る
一
〇
九
頁
）。
ま
た
、
挙
兵
し
た

頼
朝
の
も
と
へ
の
常
胤
の
参
向
は
、
併
せ
て
妙
見
大
菩
薩
の
渡
御
を
意
味
し
た

（〈
闘
〉
巻
五
「
三
　

妙
見
大
菩
薩
の
本
地
の
事
」「
常
胤
、
君
の
御
方
へ
参
り
向

か
つ
て
仕
へ
た
る
を
、
偏
に
妙
見
大
菩
薩
の
御
渡
り
あ
る
と
思
し
食
さ
る
べ
く
候

ふ
」）。
千
葉
氏
の
参
向
を
得
、
そ
の
結
果
、
妙
見
大
菩
薩
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
頼
朝
の
勝
利
が
予
見
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

― 41 ―
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③
〈
闘
〉
の
系
譜
に
比
較
的
近
い
も
の
を
収
め
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
注
解
か
ら

明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、『
千
学
集
抜
粋
』『
般
若
院
系
図
』『
神
代
本
千
葉
系
図
』『
徳

島
本
千
葉
系
図
』『
平
朝
臣
徳
島
系
図
』。『
千
学
集
抜
粋
』
は
、
千
葉
氏
の
氏
寺

で
あ
る
金
剛
授
寺
に
あ
っ
た
『
千
学
集
』
の
抄
本
で
、
千
葉
妙
見
宮
の
伝
承
を
記

し
た
も
の
。『
般
若
院
系
図
』
は
、
般
若
院
家
が
、
千
葉
常
胤
の
子
相
馬
師
常
の

孫
天
谿
か
ら
始
ま
る
家
系
で
あ
る
（
今
野
慶
信
三
九
頁
）
よ
う
に
、
千
葉
嫡
流
の

系
図
を
留
め
た
も
の
。
ま
た
、
後
の
三
系
図
は
、
い
ず
れ
も
九
州
千
葉
氏
に
伝
来

し
た
系
図
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
末
に
九
州
に
下
向
し
て
九
州
千
葉
の
祖
と
な
っ

た
宗
胤
は
、
千
葉
氏
庶
流
の
出
自
で
は
な
く
、
関
東
に
残
っ
た
嫡
流
千
葉
介
胤
宗

の
兄
で
あ
っ
た
（
福
田
豊
彦
六
九
頁
）。〈
闘
〉
の
系
譜
に
近
い
も
の
を
こ
れ
ら
が

収
め
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
千
葉
氏
嫡
流
に
伝
え
ら
れ
た
系
図
や
伝
承
を

書
き
留
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
渥
美
か
を
る
「
源
平
闘
諍
録
に
お
け
る
源
氏
関
係
記
事
増
補
の
意
図
に
つ
い
て
」（
国
文
研
究
三
、
一
九
七
四
・
4
。『
軍
記
物
語
と
説
話
』
笠
間
書
院
一
九
七
九
・
5

再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
石
井
進
『
鎌
倉
武
士
の
実
像―

合
戦
と
暮
し
の
お
き
て―

』（
平
凡
社
一
九
八
七
・
6
。『
石
井
進
著
作
集
5
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
五
・
1
再
録
。
引
用
は
前
者
に
よ
る
）

＊
今
野
慶
信
「
東
国
武
士
団
と
源
氏
臣
従
譚
」（
駒
沢
大
学
史
学
論
集
二
六
、一
九
九
六
・
4
）

＊
佐
々
木
紀
一
「
北
条
時
家
略
伝
」（
米
沢
史
学
一
五
、一
九
九
九
・
6
）

＊
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
　

伊
勢
平
氏
の
興
隆
』（
平
凡
社
一
九
八
四
・
5
。
増
補
改
訂
版
、
文
理
閣
二
〇
〇
四
・
10
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
永
井
晋
「
北
条
氏
と
三
浦
氏
の
つ
な
が
り
を
読
む
」（
三
浦
一
族
研
究
一
一
、
二
〇
〇
七
・
3
）

＊
野
口
実
①
「
平
貞
盛
の
子
息
に
関
す
る
覚
書―

官
歴
を
中
心
と
し
て―

」（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
古
代
史
部
会
史
聚
八
、一
九
七
八
。『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』

高
科
書
店
一
九
九
四
・
12
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
野
口
実
②
「「
京
武
者
」
の
東
国
進
出
と
そ
の
本
拠
地
に
つ
い
て―
大
井
・
品
川
氏
と
北
条
氏
を
中
心
に―

」（
研
究
紀
要
（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
）

一
九
、二
〇
〇
六
・
3
）

＊
野
口
実
③
「
院
政
期
に
お
け
る
伊
勢
平
氏
庶
流―

「
平
家
」
論
の
前
提
作
業―

」（
研
究
紀
要
（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
）
一
六
、二
〇
〇
三
・
3
）

＊
早
川
厚
一
「『
源
平
闘
諍
録
』
考―

そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て―

」（
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
三
八
、一
九
七
六
・
6
）

＊
福
田
豊
彦
「『
源
平
闘
諍
録
』
そ
の
千
葉
氏
関
係
の
説
話
を
中
心
と
し
て
」（
東
京
工
業
大
学
人
文
論
叢
一
九
七
五
・
12
）

＊
真
野
須
美
子
「『
源
平
闘
諍
録
』
の
源
氏
関
係
記
事
に
関
す
る
一
考
察
」（
青
山
語
文
二
〇
、一
九
九
〇
・
3
）
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【
原
文
】

二
　

備
前
守天

承

元

年

三

月

十

三

日

忠
盛
昇
殿
事 

 
 

 
 

高―
望
親
王
之
末へ

打―

靡
二コ

ト

日
本
国
一ヲ

既
ニ

及
二ヘ

リ

三
ケ
度
一

然
先
祖
貞―

盛
誅
二

朝
敵
将
門
一ヲ

任
鎮―

守
府
平
将
軍
一ニ

自
平
将
軍
一

至
マ
テ

備
前
守
忠―

盛
一ニ

六
代
之
間

ハ

雖
為タ

リ
ト

諸
国

ノ

受
領
一

未
レ

免
二

殿
上

ノ

仙―

跡
一ヲ

ハ

然
ハ

忠―

盛
為
二シ

備
前
守
一

之
時
造―

進
鳥
羽
院
御
願
得
長
寿
院
一ヲ

立
二テ

三
十
三
間
御
堂
一ヲ

奉
安
二

―

置
一
千
一
躰
御
仏
一ヲ

依
二

其―

功
一

天
承
元
年
〈
辛
亥
〉
三
月

十
三
日
供
養
日
忠
盛
被

テ

行
勧1

―

賞
一ニ

賜
二

闕―

国
一ヲ

之
由
被
仰―

下
一

之
上
禅―

定
法―

皇
叡―

感
之
余

リ
ニ

被
ル
ヽ

容
内

ノ

昇―

殿
一ヲ

之
間
雲―

上―

の

人
憤―

リ

猜
ム

【
釈
文
】

　

二
　

備
前
守
忠
盛
昇
殿
の
事
〔
天
承
元
年
三
月
十
三
日
〕

　

高
望
親
王
の
末へ

、
日
本
国
を
打
ち
靡
か
す
こ
と
、
既
に
三
ケ
度
に
及
べ
り
。
然
る
に
、
先
祖
貞
盛
、
朝
敵
将
門
を
誅
し
て
鎮
守
府
平
将
軍
に
任
ず
。
平
将
軍
よ
り
備
前
守

忠
盛
に
至
る
ま
で
六
代
の
間
は
、
諸
国
の
受
領
た
り
と
雖
も
、
未
だ
殿
上
の
仙
跡
を
ば
免
さ
れ
ず
。
然
れ
ば
忠
盛
備
前
守
た
り
し
時
、
鳥
羽
院
の
御
願
得
長
寿
院
を
造
進
し

て
、
三
十
三
間
の
御
堂
を
立
て
、
一
千
一
躰
の
御
仏
を
安
置
し
奉
る
。
其
の
功
に
依
つ
て
、
天
承
元
年
〈
辛
亥
〉
三
月
十
三
日
の
供
養
の
日
、
忠
盛
に
勧1

賞
行
は
れ
て
、
闕

国
を
賜
る
由
、
仰
せ
下
さ
る
る
上
、
禅
定
法
皇
叡
感
の
余
り
に
、
内
の
昇
殿
を
容ゆ

る

さ
る
る
間
、
雲
上
の
人
憤
り
猜そ

ね

む
。

　

【
校
異
・
訓
読
】
1
原
文
に
は
、「
勧
賞
に
」
と
あ
る
。「
忠
盛

ニ

」
と
あ
っ
た
送
り
仮
名
が
、「
勧
賞

ニ

」
と
誤
っ
て
付
さ
れ
た
か
。

　

【
注
解
】
〇
高
望
親
王
の
末
、
日
本
国
を
打
ち
靡
か
す
こ
と
、
既
に
三
ケ
度
に

及
べ
り
　

原
文
で
は
、
前
段
を
「
序
の
分
」
と
し
て
一
旦
終
わ
り
、
段
落
替
え
は

し
な
い
が
、
二
文
字
程
空
け
て
、
本
章
段
を
始
め
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
か
ら
新

た
な
章
段
を
起
こ
そ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
高
望
王
の
子
孫
が
三
箇
度
に
わ
た
り

日
本
を
知
行
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
三
回
と
は
、
平
将
門
・
平
清
盛
・
北
条
義
時

の
三
人
を
指
そ
う
（
赤
松
俊
秀
三
一
七
頁
・
渥
美
か
を
る
一
一
九
頁
）。
赤
松
俊

秀
は
、
義
時
を
将
門
・
清
盛
と
同
一
視
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
そ
う
し
た
記
事

が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、〈
闘
〉
が
、
北
条
氏
反
対
の
機
運
が
幕
府
内
外
に
み
な

ぎ
り
始
め
た
十
四
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
か
ら
と
考
え
る
。
赤
松
の
指
摘
は
重
要

で
あ
ろ
う
。〈
闘
〉
で
は
、
将
門
は
、
巻
五
「
三
　

妙
見
大
菩
薩
の
本
地
の
事
」

に
見
る
よ
う
に
、
初
め
は
「
正
し
く
直
く
剛
な
る
」
者
と
し
て
記
さ
れ
る
が
、

「
正
直
諂
侫
と
還
つ
て
、
万
事
の
政
務
を
曲
げ
て
行
ひ
、
神
慮
を
も
恐
れ
ず
、
朝

威
に
も
憚
か
ら
ず
、
仏
神
の
田
地
を
奪
ひ
取
」（
五
ウ
）
っ
た
た
め
に
、
妙
見
大

菩
薩
は
、
将
門
の
家
を
出
て
、
良
文
の
も
と
に
移
り
、
そ
れ
が
た
め
に
将
門
は
討

伐
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
う
し
て
良
文
の
も
と
に
移
っ
た
妙
見
大
菩
薩
は
、
嫡
流
に

伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
嫡
孫
千
葉
常
胤
は
、
源
頼
朝
に
従
っ
て
、
清
盛
を

倒
し
、
そ
の
後
、
北
条
義
時
に
従
い
、
承
久
の
乱
で
は
後
鳥
羽
上
皇
を
破
り
、
そ

の
結
果
、
義
時
は
日
本
を
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
天
下
取

り
の
鍵
は
、
妙
見
大
菩
薩
の
加
護
を
得
た
坂
東
平
氏
の
嫡
流
千
葉
氏
（
延
い
て
は

坂
東
平
氏
）
の
参
向
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
北
条
氏
が
、
も
し
「
万
事

の
政
務
を
曲
げ
て
行
ひ
、
神
慮
を
も
恐
れ
ず
、
朝
威
」
を
憚
る
こ
と
な
い
政
務
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
妙
見
大
菩
薩
の
加
護
を
失
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
将
門
に
見
た

同
じ
運
命
を
辿
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
読
み
の
可
能

性
を
示
す
〈
闘
〉
の
成
立
は
、
赤
松
が
言
う
よ
う
に
、〈
闘
〉
の
奥
書
に
示
す
建
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武
四
年
（
一
三
三
七
）
に
近
い
、十
四
世
紀
初
頭
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
も
あ
る
。
野
口
実
は
、
日
蓮
が
そ
の
著
作
・
消
息

類
の
中
に
引
用
し
た
武
士
の
中
で
は
、
将
門
・
清
盛
・
義
時
の
回
数
が
多
く
、
千

葉
氏
吏
僚
の
富
木
常
忍
が
日
蓮
の
有
力
な
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
下

総
守
護
所
の
人
々
の
武
士
認
識
も
日
蓮
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ま

た
、
十
三
世
紀
中
・
後
期
に
義
時
を
将
門
や
清
盛
と
同
列
に
と
ら
え
る
こ
と
が
、

そ
の
忌
避
に
触
れ
る
ほ
ど
幕
府
の
思
想
統
制
は
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
疑

義
を
呈
す
る
。
　

〇
先
祖
貞
盛
、
朝
敵
将
門
を
誅
し
て
鎮
守
府
平
将
軍
に
任
ず
　

〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。「
先
祖
」
と
は
、
こ
の
場
合
、
こ
の
後
に
「
平
将
軍
よ
り
備

前
守
忠
盛
に
至
る
ま
で
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
伊
勢
平
氏
の
先
祖
貞
盛
の
意
で

あ
ろ
う
。
将
門
が
朝
敵
と
な
り
、
討
た
れ
る
こ
と
と
な
る
経
緯
は
、〈
闘
〉
巻
五

「
三
　

妙
見
大
菩
薩
の
本
地
の
事
」
に
詳
し
い
。
前
項
参
照
。
貞
盛
が
、
将
門
追

討
の
功
に
よ
り
任
官
し
た
の
は
従
五
位
上
右
馬
助
で
、
鎮
守
府
将
軍
の
任
官
は
そ

の
後
の
こ
と
。
　

〇
平
将
軍
よ
り
備
前
守
忠
盛
に
至
る
ま
で
六
代
の
間
は
　

〈
四
・

延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
〉
は
、
国
香
か
ら
正
盛
ま
で
の
六
代
の
こ
と
と
す
る

の
に
対
し
、〈
闘
〉
は
、
貞
盛
か
ら
維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠
盛
ま
で
の
六

代
と
す
る
。
前
段
の
注
解
「
其
の
子
に
貞
盛
・
維
衡
・
正
度
・
正
衡
・
正
盛
・
忠

盛
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
前
段
系
譜
中
の
貞
盛
か
ら
忠
盛
ま
で
の
系
譜
記
事
は
、

本
記
事
の
「
六
代
」
の
注
で
あ
っ
た
も
の
を
誤
っ
て
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
高
ま

ろ
う
。
　

〇
然
れ
ば
忠
盛
備
前
守
た
り
し
時
…
　

以
下
最
後
ま
で
、
諸
本
の
中
で

は
〈
南
〉
に
本
文
が
近
似
す
る
。「
然
ニ
忠
盛
朝
臣
備
前
守
タ
リ
シ
時
、
鳥
羽
院

ノ
御
願
得
長
寿
院
ヲ
造
進
シ
、
三
十
三
間
ノ
御
堂
ヲ
立
、
一
千
一
躰
ノ
御
仏
ヲ
居

奉
ル
。
天
承
元
年
三
月
十
三
日
、
供
養
同
勧
賞
行
ハ
ル
。
闕
国
ヲ
タ
ブ
ベ
キ
由
被

仰
下
上
、
禅
定
法
皇
叡
感
ニ
絶
サ
セ
オ
ハ
シ
マ
サ
ズ
、
内
ノ
昇
殿
ヲ
免
サ
ル
。
雲

ノ
上
人
憤フ

ン

　
　

猜
ソ
ネ
ミ
テ」（

七
頁
）。
　

〇
容
さ
る
る
間
　

〈
名
義
抄
〉「
容
ユ
ル
ス
」（
法

下
五
〇
4
）。

イ
キ
ト
ヲ
ル
セ
イ

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
赤
松
俊
秀
「
親
鸞
と
平
家
物
語
」（
日
本
歴
史
二
七
二
、
一
九
七
一
・
1
。『
平
家
物
語
の
研
究
』
法
蔵
館
一
九
八
〇
・
1
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
渥
美
か
を
る
「
源
平
闘
諍
録
に
お
け
る
源
氏
関
係
記
事
増
補
の
意
図
に
つ
い
て
」（
国
文
研
究
三
、一
九
七
四
・
4
。『
軍
記
物
語
と
説
話
』
笠
間
書
院
一
九
七
九
・
5
再

録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
野
口
実
「
千
葉
氏
の
嫡
宗
権
と
妙
見
信
仰―

『
源
平
闘
諍
録
』
成
立
の
前
提―
」（
千
葉
県
史
研
究
六
、一
九
九
八
・
3
）

【
原
文
】

同
年
十
一
月
廿
三
日
五
節1

豊
明

ノ

節

▷
―

六
会ウ

夜
ノ

欲
レハ

為
二

闇
打
一ニ

忠―

盛
カ

近―

親
ノ

郎―

等
有
下リ

進
三
郎
大
夫
季ス

エ―

房
之
子
左
兵
衛
尉
家―

貞
云
者
上

聞
（
二

―

）

得
テ

此―

事
（
一ヲ
）

狩―

衣
の

下
著
二

腹―

巻
一

腋―

挟
テ

三
尺

の

大
刀
一ヲ

有
事
（
一
）

者
只―

今
可
走―

立
（
一
）

躰
突

（
二

―

）

跪
テ

殿
上
之
小
庭
一ニ

候
ケ
ル

殿―

上
人
貫
首
已―
下
恠
此
（
一
）

召
六
位
蔵
人
（ヲ一
）

控2

―

柱
ヨ
リ

内
ニ

布
衣
者

ノ

候
ハ

何―

者
ソ

狼―

藉

ナ
リ

急
キ

罷―

出
ヨ
ト

被
ケ
レ
ハ

云
（
一
）

家―

貞
袖

ヲ

押―

合
セ

畏
テ

申
ハ

随
仰
（
一
）

尤
雖
可
罷
出
候
（
一
）

相
伝
主
備
前
守
殿

ヲ

無
二ニ

其―
由
一モ

今―

夜
可
被
為
二セ

闇―

打
一

之
由
承
候
者
為
レ

見
二

何
ニ
モ

成
給
様
一ヲ

此

〔
候3

〕
得―

古―

曽
不
罷―

出
（
一
）

候
居

タ
リ

其
上
第

の

平
九
郎
家―

季
モ

腋―

挟
テ

大
刀
一ヲ

遥
引
去
居
蔵―

人
立―

還
テ

委
申
此
由
（
一ヲ
）

者
各
巻
舌
一ヲ

懼
ヨ
ソ
レ

4

―

逢
ヘ
リ
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【
注
解
】
〇
同
じ
き
年
十
一
月
廿
三
日
　

前
節
の
記
事
を
受
け
、
天
承
元
年

（
一
一
三
一
）
十
一
月
二
十
三
日
。
　

〇
闇
打
　

『
平
家
物
語
』
諸
本
の
内
で
は
、

〈
盛
〉
に
暗
殺
の
意
の
「
闇
討
」
の
用
例
が
一
例
（
5―
三
三
一
頁
）
あ
る
が
、

こ
こ
も
含
め
て
、「
闇
討
」
と
は
、
暗
闇
に
乗
じ
て
相
手
を
打
ち
懲
ら
す
殴
打
事

件
程
度
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
佐
伯
真
一
）。
　

〇
忠
盛
が

近
親
の
郎
等
に
、
進
三
郎
大
夫
季
房
が
子
、
左
兵
衛
尉
家
貞
　

家
貞
の
祖
が
、
平

家
の
郎
等
と
な
っ
た
時
期
を
、〈
四
・
延
・
南
〉
で
は
、
家
貞
の
父
季
房
が
正
盛

に
仕
え
て
い
た
時
と
し
、〈
長
・
盛
〉
は
、
家
貞
の
祖
父
貞
光
が
正
盛
に
仕
え
て

い
た
時
と
す
る
の
に
対
し
、〈
闘
・
屋
・
覚
〉
は
不
記
。〈
盛
全
釈
〉
（
一―

一
七

頁
）の
注
解
参
照
。
　

〇
此
の
事
を
聞
き
得
て
　

〈
四
・
南
〉同
。〈
延
・
長
・
盛
〉

で
も
、
家
貞
が
忠
盛
に
、「
今
年
の
五
節
の
御
出
仕
に
は
、
一
定
僻
事
出
来
候
ふ

べ
き
由
、
粗
承
る
旨
候
ふ
」（〈
延
〉
巻
一―

一
七
オ
）
と
申
し
た
と
す
る
よ
う

に
、
家
貞
が
、
五
節
で
の
狼
藉
出
来
の
噂
を
聞
き
、
殿
上
の
小
庭
に
祗
候
し
た
と

す
る
点
は
同
じ
。
但
し
、〈
延
・
長
・
盛
〉
の
場
合
は
、
家
貞
の
祗
候
を
、
忠
盛

が
承
諾
し
た
と
す
る
点
が
異
な
る
（〈
盛
全
釈
〉一―

一
七
～
一
八
頁
）。
そ
の
点
、

〈
屋
・
覚
〉
で
は
、
忠
盛
の
承
諾
を
得
た
上
で
、
家
貞
が
祗
候
し
た
と
も
、
あ
る

い
は
、
承
諾
は
得
ず
家
貞
の
判
断
で
（
但
し
忠
盛
は
家
貞
の
そ
う
し
た
行
動
を
予

測
し
て
い
た
と
も
）
祗
候
し
た
と
も
両
様
に
取
れ
よ
う
。
　

〇
三
尺
の
大
刀
　

〈
四
・
延
〉「
大
刀
」、〈
長
・
覚
〉
「
つ
る
袋
つ
け
た
る
太
刀
」、〈
南
・
屋
〉「
太

刀
」、〈
盛
〉「
衛
府
ノ
太
刀
」。〈
盛
〉
の
よ
う
に
、
左
兵
衛
尉
で
あ
る
家
貞
は
、

三
尺
の
衛
府
の
太
刀
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
　

〇
事
有
ら
ば
、
只
今

走
り
立
つ
べ
き
躰
に
て
　

〈
闘
〉
の
独
自
本
文
。
事
が
起
き
た
時
、
す
ぐ
に
走
り

出
す
こ
と
の
出
来
る
様
子
。
こ
の
後
の
「
突
い
跪
き
て
」
の
具
体
的
描
写
。
　

〇
突
い
跪
き
て
　

〈
延
・
長
〉
に
は
、
家
貞
の
弟
家
長
（
家
房
）
が
、「
狩
衣
の

下
よ
り
手
を
出
だ
し
て
、
犬
居
に
つ
い
跪
き
て
」
（〈
延
〉
一
八
オ
）、
祗
候
し
て
い

た
と
す
る
。
　

〇
控
柱
　

〈
四
〉「

椌
ウ
ツ
ヲ

柱
」、〈
延
・
長
・
屋
〉「
空
柱
」、〈
盛
〉「
宇

【
釈
文
】

　

同
じ
き
年
十
一
月
廿
三
日
、
五
節1

豊と
よ

の
明
か
り
の
節

▷

会六
のウ
夜
、
闇
打
に
為せ

ん
と
欲し

け
れ
ば
、
忠
盛
が
近
親
の
郎
等
に
、
進
三
郎
大
夫
季ス

エ

房
が
子
、
左
兵
衛
尉
家
貞
と
云
ふ

者
有
り
。
此
の
事
を
聞
き
得
て
、
狩
衣
の
下
に
腹
巻
を
著
、
三
尺
の
大た

刀ち

を
腋
挟
ん
で
、
事
有
ら
ば
、
只
今
走
り
立
つ
べ
き
躰
に
て
、
殿
上
の
小
庭
に
突
い
跪
き
て
ぞ
候
ひ

け
る
。
殿
上
人
、
貫
首
已
下
、
此こ

れ

を
恠あ

や

し
み
、
六
位
の
蔵
人
を
召
し
て
、「2

控
う
つ
ほ
ば
し
ら

柱
よ
り
内
に
、
布
衣
の
者
の
候
ふ
は
何
者
ぞ
。
狼
藉
な
り
。
急
ぎ
罷
り
出
で
よ
」
と
云
は
れ

け
れ
ば
、
家
貞
、
袖
を
押
し
合
は
せ
、
畏
つ
て
申
し
け
る
は
、「
仰
せ
に
随
つ
て
、
尤
も
罷
り
出
で
候
ふ
べ
し
と
雖
も
、
相
伝
の
主
備
前
守
殿
を
、
其
の
由
も
無
き
に
、
今

夜
、
闇
打
に
為せ

ら
る
べ
き
由
、
承
り
候
へ
ば
、
何い

か

に
も
成
り
給
は
ん
様
を
見
ん
為
に
、
此か

く
て
〔
候3

ふ
〕。
得え

古こ

曽そ

罷
り
出
づ
ま
じ
け
れ
」
と
て
、
候
し
居
た
り
。
其
の
上
、

弟
（
第
）
の
平
九
郎
家
季
も
、
大
刀
を
腋
挟
ん
で
、
遥
か
に
引
き
去
り
て
居
た
り
け
れ
ば
、
蔵
人
立
ち
還
つ
て
、
委
し
く
此
の
由
を
申
し
け
れ
ば
、
各
舌
を
巻
い
て4

懼ヨ
ソ

れ
逢

へ
り
。

　

【
校
異
・
訓
読
】
1
草
冠
の
無
い
、「
郎
」
に
似
た
字
。
2
欄
外
に
「
控

ウ
ツ
ヲ

」。
3
「
候
」、
朱
に
よ
る
補
入
。
4
底
本
に
は
、「

」
と
あ
る
。「

」
は
、「

」
の
誤
り
で
、

「

」
は
、「
懼
」
の
古
字
（『
大
漢
和
辞
典
』
四―

一
一
三
九
頁
）。
但
し
、〈
闘
〉
に
は
、
こ
こ
以
外
に
五
箇
所
「
懼
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に

「
懼
」
と
読
み
取
れ
る
字
。
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津
保
柱
」、〈
南
・
覚
〉「
ウ
ツ
ホ
柱
」（〈
南
〉）。「
控
」
「
椌
」
共
に
、
中
世
古
辞

書
に
「
ウ
ツ
ホ
」
の
訓
は
見
ら
れ
な
い
が
、
雨
水
を
受
け
る
た
め
の
空
洞
の
柱
の

意
で
あ
る
か
ら
、「
椌
柱
」
が
良
い
か
（〈
全
注
闘
〉
上―

五
〇
頁
）。
な
お
、
こ

の
時
の
内
裏
は
、
里
内
裏
で
あ
る
土
御
門
烏
丸
内
裏
で
あ
っ
た
（〈
盛
全
釈
〉
一

―

一
九
頁
）。
　

〇
布
衣
　

狩
衣
の
こ
と
。
先
に
、
家
貞
の
装
束
は
、「
狩
衣
の

下
に
腹
巻
を
著
」
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
　

〇
急
ぎ
罷
り
出
で
よ
」
と
云
は
れ
け

れ
ば
　

殿
上
人
や
蔵
人
頭
等
が
、
六
位
の
蔵
人
に
言
わ
せ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
は
、

他
諸
本
の
様
に
、「
云
は
せ
け
れ
ば
」
と
訓
み
た
い
と
こ
ろ
。〈
四
〉
に
は
「
謂

ケ
レ
ハ

」

と
あ
る
が
、
同
異
本
の
静
嘉
堂
本
に
は
、「
謂

セ
タ
り
ケ
レ
は

」
と
あ
り
。
な
お
、〈
闘
〉

の
用
例
の
内
、
使
役
の
意
味
の
「
被
」
の
用
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
　

〇
家
貞
、

袖
を
押
し
合
は
せ
　

〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。〈
闘
〉
に
は
、
他
に
、「
袖
を
挑か

き
合

は
せ
て
」（
巻
一
下―

一
四
オ
）、「
袖
を
掻
き
合
は
せ
て
」
（
巻
五―

五
オ
）
の

用
例
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
押
」
は
、「
挑
」「
掻
」
ま
た
は
「
打
」
の
誤
り
の

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
用
字
と
し
て
も
、
袖
を
か
き
合
わ
せ
、
畏
ま
る
様

子
だ
ろ
う
。
　

〇
弟
の
平
九
郎
家
季
　

家
貞
と
共
に
祗
候
し
た
人
物
は
、〈
延
〉

「
同
弟
薩
摩
平
六
家
長
」、〈
長
〉「
同
じ
き
舎
弟
さ
つ
ま
の
平
六
家
房
」、〈
盛
〉

「
子
息
平
六
家
長
」
と
言
う
よ
う
に
異
同
が
多
い
。
家
季
は
、「
御
輿
振
」
に
、
神

輿
を
射
て
禁
獄
さ
れ
た
武
士
の
交
名
を
引
く
『
玉
葉
』
の
記
事
「
平
俊
家
、
字
平

次
、
是
ハ
薩
摩
入
道
家
季
孫
、
中
務
丞
家
資
子
」（
安
元
三
年
四
月
二
十
日
条
）

か
ら
、〈
尊
卑
脱
漏
〉（
続
群
書
五
上―

一
三
五
頁
）
に
見
る
「
家
季
〈
薩
摩
守
従

五
位
下
、
字
平
六
、
除
髪
号
薩
摩
入
道
。
イ
家
貞
弟
也
〉」
と
同
人
と
見
ら
れ
、

そ
れ
は
ま
た
、
佐
々
木
紀
一
が
紹
介
す
る
新
出
の
古
系
図
集
（
平
成
五
年
十
一
月

二
十
一
日
刊
行
の
『
一
誠
堂
書
店
創
業
九
十
周
年
記
念
　

古
典
籍
善
本
展
示
即
売

会
目
録
』）
に
見
る
「
家
季
〈
従
五
下
薩
摩
守
、字
平
六
出
家
〉」
も
同
人
だ
ろ
う
。

ま
た
、
半
井
本
『
保
元
物
語
』
の
平
家
の
郎
等
の
名
寄
「
郎
等
ニ
ハ
、
筑
後
左
衛

門
家
貞
、
同
新
左
衛
門
貞
能
、
新
兵
衛
尉
家
季
」（
四
二
～
四
三
頁
）
に
見
る
「
家

季
」
も
同
人
で
あ
ろ
う
（
佐
々
木
紀
一
六
〇
頁
）。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
佐
伯
真
一
「「
殿
上
闇
討
」
の
語
義
」（『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
一
』
新
典
社
一
九
九
三
・
5
）

＊
佐
々
木
紀
一
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
之
落
穂
」（
米
沢
国
語
国
文
二
五
、一
九
九
六
・
12
）


